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〔作図問題の採点について〕

第２回　 3 　（５）
【模範解答例】

【採点のポイント】
表１より塩酸Ａを使用すると、0.09g のアルミニウムは 100cm3 の塩酸Ａとちょう

ど反応することがわかります。塩酸Ｂは塩酸Ａの２倍の濃さなので、0.09g のアルミ

ニウムは 50cm3 の塩酸Ｂとちょうど反応して、112cm3 の気体Ｚを発生することがわ

かります。このことから、50cm3 よりも塩酸Ｂの量を増やしても発生する気体Ｚは

112cm3 で一定となることがわかります。

グラフを描くときは、原点と 50cm3 の塩酸Ｂを使用したときに発生する気体の体

積が 112cm3 となる２点を通る直線が引けていることと、50cm3 以上の塩酸Ｂを使用

したときに発生する気体の体積は 112cm3 で一定となる直線が引けていることがポイ

ントとなります。

受験生は定規を使わずにグラフを描いているので、引いた線が格子点から少しず

れていても減点はしていません。しかし、塩酸Ｂが 0cm3 のとき気体は発生しないの

で、グラフが原点を通っていない場合は、１点減点しています。また、実験１では塩

酸Ａを 150cm3 まで加えているので、同じように塩酸Ｂの体積が 150cm3 のところま

で直線が引けていない場合も１点減点しています。
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